



された。しかし、何といっても二年の伊豆大島巡検と三年の米沢盆地の巡検は我々地理学専攻の者にとっては忘れられぬ思い出である。四〇年以上たった今でも鮮やかに思い起こすことが き 故ならば、暑い夏、九日間と長期間で、会計等自分の仕事もハードであ が教授を囲みゼミごとの研究やディスカッション、同じ釜の飯を食い、遅くまで語り合った学友との連帯感、美しい島 景観や島民の方々との触れ合い、等々。自分の足で歩 て知る実地踏査 面白さや地理学 基礎を学んだから ある。
二期生ということもあり、 教授他先生方も我々も 「しっ
かりやらねば」という意欲に溢れて たように思う。ここでは最も印象に残 昭和四三年七月一〇日（水）〜七月一八日（木）までの大 巡検 当時の日記に基いて記
すこととする。
巡検に向けて六月末から集金を中心として忙しくな



























































































本）があるので、一番早く起きた。今日で なのでとても嬉しかった。今日は東京、竹芝行きが午後二時三〇分、岡田港発と決まり、小涌園より午前九時頃から数回にわたって私達や荷物を運んでくれた。自分は、野木先生、大橋教授と宿泊費、食事代 体協の宿泊費等々の会計で大変であった。一一時一五分のバスで東京行きも江の島行きも殆どが岡田港に集結。宿舎に残るは六、七人であった。岡田港で先ず二四名分の江 島行きの切符を買いに行くと、驚くかな。東京行きの切符が少し残っていたのだ。玉井、先生等と話し合った結果、江の島行きの人の中でも希望者は東京 変更できるようにした。こ
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ちはすぐに乗り込んだ。デッキでは巡検を終えた解放感からか写真を撮ったり、喜び、ふざけるような姿もあったが、江の島組とは蛍の光の曲が流れる中、紙テープでの別れであり、一抹の寂しさが漂った 船室に戻り、 「よし！終った」と喜びに浸りながら 本とバ グを枕にて仮眠をとる。眠り ら覚めたのは六時過ぎ デッキから海を見ると既に東京湾に入ってお 、 周りはうす暗く、海は真っ黒であった。午後七時二〇分、竹芝桟橋に到着。東京の夜景を見ながら「すべて終わったな！」という満足感で一杯であった。
こうして波乱に富み、且つ、実り多く充実した大島巡
検を終えたのである。
この調査・研究の成果は、一一月三日の明治祭（文化
祭）の伊豆大島展へ引き継がれた。一〇月のテスト明け
間伏地区のスケッチ（筆者画）
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から準備に力を入れ、手分けして集中的に取り組んだ。伊豆七島の地図、地層の標本、三原山の模型、アンコさんの絵、伊豆半島と大島の五万 の一地図からの拡大模型、写真等を展示。当日は男子三人が女装しアンコさんに化けたのも良 ったのか？お客さんがものすごく、大入り満員の盛況であった。自分は安高武理事を案内して回った。
